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神
秘
哲
学
の
越
境
性
へ
の
視
座　

̶
̶

現
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
理
解
を
め
ぐ
っ
て　

藤
井
守
男

は
じ
め
に
：
問
題
の
所
在

　
一
九
七
九
年
二
月
に
成
立
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
は
、
12
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派

の
教
義
を
主
軸
と
す
る
、
強
硬
に
し
て
頑
迷
な
復
古
主
義
的
色
彩
の
濃
厚
な
文
化
政

策
を
掲
げ
て
登
場
し
た
。
十
年
に
及
ぶ
イ
ラ
ク
と
の
不
毛
な
戦
争
が
続
い
た
一
九
八
〇

年
代
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
の
統
治
」
理
論
を
国
是
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国

下
の
イ
ラ
ン
国
内
で
は
、
シ
ー
ア
派
教
義
を
土
台
と
す
る
政
体
に
お
け
る
「
西
洋
」

（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）
受
容
の
是
非
を
巡
っ
て
激
烈
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
１
。
中
で

も
、
ア
ブ
ド
ル
・
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ソ
ル
ー
シ
ュʻAbd al-Karīm

 Sorūsh

（1945- 

）
は
、

革
命
政
権
成
立
当
初
、
革
命
指
導
者
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
推
挙
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和

国
の
文
化
政
策
の
要
で
あ
っ
た「
文
化
革
命
評
議
会
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
学

者
で
あ
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
の
近
代
的
解
釈
を
主
張
し
た
著
書
『
イ
ス
ラ
ー

ム
法
の
理
論
的
抑
制
と
拡
散Qabẓ va Bast-e Teʼorīk-e Sharīʻat

』（1991
）
で
体

制
派
ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
、
神
学
等
の
学
者
集
団
）
の
激
し
い
批
判
を
受

け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
批
判
勢
力
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
ル
ー
シ
ュ

を
始
め
と
す
る
改
革
派
言
論
人
の
拠
り
所
で
あ
っ
た『
文
化
版
ケ
イ
ハ
ー
ンKeyhān-e 

farhangī

』
が
体
制
側
の
圧
力
で
保
守
化
す
る
中
、
よ
り
自
由
な
議
論
の
場
へ
の
希
求

を
受
け
て
、
一
九
九
一
年
文
化
オ
ピ
ニ
オ
ン
誌
『
キ
ヤ
ー
ンKiyān

』
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
理
論
の
可
能
性
と
限
界
、
宗
教
性
と
合
理
主
義
、
宗

教
的
政
府
概
念
の
検
証
、
さ
ら
に
、
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
、
宗
教
と
暴
力
、
な
ど
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
化
し
た
宗
教
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
問
題
に
関
す
る
良
質
な
議
論
が
展

開
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
、
つ
い
に
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
の
統

治
」
理
論
自
体
の
矛
盾
を
論
理
的
に
指
摘
す
る
著
書
も
執
筆
さ
れ
、「
イ
ラ
ン
革
命
」

の
土
台
が
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
２
。

　
こ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
イ
ラ
ン
革
命
」
の
成
立
と
前
後
し
て
、
政
権

批
判
言
説
と
平
行
す
る
か
の
よ
う
に
、
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
の
分
野
に
現
れ
た
一つ
の

傾
向
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
廃
刊
と
さ
れ
る
『
キ
ヤ
ー
ン
』
誌
の
傾
向
を
引
き
継

ぎ
つ
つ
、
よ
り
、
文
学
畑
に
重
点
を
お
い
て
一
九
九
八
年
創
刊
さ
れ
た
『
ボ
ハ
ー
ラ
ー

Bokhārā

』誌
の
第
１
号
と
２
号
に
掲
載
さ
れ
た
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
・キ
ャ
ド
キ
ャ
ニ
ー（
テ

ヘ
ラ
ン
大
学
教
授
。
以
下
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
と
呼
ぶ
）
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
イ
ラ
ン
の

文
化
史
に
一
大
特
色
を
与
え
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
」Taṣaw

w
uf(

イ
ラ
ン
原
音

Taṣavvof)

に
係
わ
る
重
要
な
問
題
を
提
起
し
た
。

　
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
は
、「
音
の
類
似
性（
類
音
作
用
）
の
魔
力Jādū-ye M

ojāverat

」

と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
で
、
言
葉
の
偶
然
の
音
声
上
の
符
合
が
社
会
的
な
機
能
を
も
担
っ

て
し
ま
う
、
と
い
う
イ
ラ
ン
文
化
の
難
題
に
つ
い
て
示
唆
的
な
言
葉
を
発
し
て
い
る
３
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
見
ら
れ
る
、
西
暦
十
四
世
紀
以
降
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
に
圧
倒

的
な
影
響
力
を
持
つ
イ
ブ
ン・
ア
ラ
ビ
ーIbn al-ʻArabī

（1240

没
）
を
創
始
と
す
る

「
存
在
一
性
論w

aḥdat al-w
ujūd

」
に
関
す
る
議
論
の
方
向
性
は
、
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
に
あ
っ
て
、
旧
守
派
が
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
を「
異
端
」
視
し
、
迫
害
し
た
視
点
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と
は
異
な
る
、
い
わ
ば
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
な
ら
で
は
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
理
解

を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
に
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
存
在
哲
学
が
形

成
さ
れ
る
以
前
、
西
暦
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
地
方（
現
在

の
イ
ラ
ン
東
北
部
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
一
部
）
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
神
秘
主
義―

こ
れ
を
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
呼
ぶ―

を
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
神
秘
哲
学

的
傾
向
か
ら
峻
別
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
読
み
取
れ
る
。

　

哲
学
史
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
の
位
置
に
関
す
る
言
葉
を
模
し
て
、
十
四
世
紀
以
降

の
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
注
釈
に
過
ぎ
な
い
４
、
と
い
う
表
現
が

使
わ
れ
る
通
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の「
権
威
」
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー

ム
思
想
の
グ
ロ
ー
バル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
圧
倒
的
影
響
力
を
行
使
す
る
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
を
め
ぐ
っ
て
、
現
代
イ
ラ
ン
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
如

何
な
る
創
造
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
い
る
の
か
、
を
探
る

こ
と
は
、「
革
命
」
後
の
イ
ラ
ン
の
文
化
状
況
の
実
像
を
闡
明
す
る
上
で
有
効
な
手
が

か
り
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
と
そ
の
一
派
の
神
秘
哲
学
の
大
部
分
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の「
音
の

類
似
性
」
の
魔
力（
類
音
性
の
魔
法
的
作
用
）
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
５
。

　
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
対
す
る
、
こ
の
種
の
挑
発
的
な
言
説
の
意
味
合
い
と
そ
の
学

問
的
背
景
や
妥
当
性
の
検
討
を
通
じ
て
、
現
代
イ
ラ
ン
の
知
的
想
像
力
の
発
現
の
場

に
参
内
し
よ
う
と
い
う
の
が
小
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

１　

支
配
原
理
と
し
て
の
「
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
」

　

形
成
過
程
期
に
あ
っ
て
、
当
初
、
激
し
い
攻
撃
を
受
け
た「
存
在
一
性
論
」
は
、
徐
々

に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
主
流
思
想
の
位
置
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
思
想
的「
権
威
」

と
し
て
の 

「
存
在
一
性
論
」
思
想
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
神
秘
主
義
理
論
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
状
況
が
以
下
で

的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
十
七
世
紀
頃
に
は
、
論
争
は
（
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
）
擁
護
者
の
圧
倒
的
な

勝
利
に
終
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
十
九
世
紀
に
西
欧
思
想
が
導
入

さ
れ
近
代
化
が
始
ま
る
ま
で
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
支
配
し
て
い
た
思
想
は
、
イ
ブ

ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
思
想
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
彼
の
使
っ
た
特
殊

な
術
語
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
い
き
わ
た
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
知
識
人
の
共
通
語
彙
に

ま
で
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ル
ー
ミ
ー
自
身
は
詩
の
中
で
そ
の
よ
う
な
術
語
を
使
っ

て
い
な
い
が
、
後
代
の
注
釈
者
た
ち
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
用
語
を
使
い
、
そ

の
形
而
上
学
に
基
づ
い
て
ル
ー
ミ
ー
の
詩
を
説
明
し
て
い
る
。」
６

　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
共
通
語
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
言
語
的
特
長
を
土
台
と
す
る

と
い
う
意
味
で
も
、
そ
の
思
想
的
独
創
性
と
い
う
点
か
ら
も
、
普
遍
性
と
越
境
性
を

備
え
た
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
神
秘
哲
学
と
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
の
ペ
ル
シ
ア
神
秘
文
学

と
の
微
妙
な
相
互
関
係
を
具
体
的
に
議
論
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
に
特
有
な
考
え
方
と
典
型
的
な
術
語
に
つ
い
て
極
簡
単
に
触

れ
て
お
く
。

　

元
来
、「
一
者
」
と
し
て
の
存
在
、
あ
る
い
は
、「
存
在
一
性w

aḥdat al-w
ujūd

」
と

い
う
特
殊
な
意
味
で
の｢

一｣ w
aḥdah

と
い
う
概
念
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
以
前

に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
７
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
根
本
原
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理
で
あ
る
神
の「
唯
一
性Taw

ḥīd

」
に
関
す
る
哲
学
的
位
置
付
け
は
、「
論
理
的
で
あ

る
と
同
時
に
幻
想
的
、
壮
麗
雄
渾
な
組
織
を
も
ち
な
が
ら
而
も
雑
然
と
し
て
無
秩
序

な
世
に
も
奇
異
な
神
秘
形
而
上
学
」

8
と
し
て
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
天
才
の
中
に
芽

生
え
、
一一
六
五
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
生
ま
れ
た
彼
が
東
方
世
界
に
向
か
う
一
二
〇
〇
年
以

降
、
ア
ナ
ト
リ
ア
や
シ
リ
ア
で
彼
の
弟
子
と
な
っ
た
俊
英
た
ち
、
と
り
わ
け
、
サ
ド
ル
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
ク
ー
ナ
ウ
ィ
ー（1274

没
）
等
の
営
為
に
よ
っ
て
徐
々
に「
存
在
一
性
論
」

と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
。
主
著
で
あ
る『
メ
ッ
カ
啓
示al-Futūḥāt  al-M

akkīyah

』や『
叡

智
の
台
座Fuṣūṣ al-Ḥikam
』
に
は
、　「w

aḥdat al-w
ujūd

」
と
い
う
用
語
自
体
は
現

れ
な
い
、
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
９
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

の
神
秘
哲
学
は
晦
渋
さ
を
も
っ
て
知
ら
れ
、「
存
在
一
性
論
」
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た

敵
対
者
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
ー
ヤ（1326

没
）
の
明
晰
な
批
判
論
理
の
中
に
、
む
し
ろ
、

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
説
く「
存
在
一
性
論
」
の
基
本
構
造
の
理
解
の
鍵
を
見
出
す
可

能
性
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る

10
。 「
創
造
性
豊
か
な
こ
の
時
期
の
発
端
を
画
す
る
哲

学
者
イ
ブ
ヌ
・
ル
・
ア
ラ
ビ
ー
の
、
存
在
一
性
論
と
し
て
世
に
有
名
な
形
而
上
学
」

11

の
登
場
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
が
、
初
期
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
一
辺
倒
の
状
態
を

脱
し
て
、
独
自
の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
哲
学
思
想
の
創
出
期

に
入
る
、
と
い
う
評
価
か
ら
も
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
と
、
彼
の
死
後
形
成
さ
れ
る

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
学
派
の
神
秘
哲
学
の
重
要
性
が
読
み
取
れ
る
。

　
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
よ
る
と
、
創
造
主
と
被
造
物
と
い
う
二
つ
の「
存
在
」
は
あ

り
え
ず
、
飽
く
ま
で
、
存
在
は
一つ　
（｢

一
者｣

）
で
あ
る
。
こ
の｢

一
者｣

で
あ
る「
存

在
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
被
造
物
（
事
物
の
多
数
性
が
支
配
す
る
感

覚
界
）
で
あ
り
、
他
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
唯
一
な
る「
創
造
主
」
と
な
る
。
存
在
は

唯
一
な
る
真
理
で
あ
り
、「
現
成
性
」
や
「
多
数
性
」
を
持
た
ぬ
。
真
な
る
存
在
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
永
遠
な
る
神
の
本
性
か
ら
成
っ
て
お
り
、
こ
の
真
な
る
存
在
を
欠
い
た
現

実
世
界（
感
覚
界
）
は
、
非
実
体
的
な
妄
想
と
残
影
と
幻
想
で
し
か
あ
り
な
い
。
真

な
る
存
在
は
、
唯
一
な
る
神
の
み
に
属
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
唯
一
な
る
真
理

（ 「
神
」と
い
う
存
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、す
な
わ
ち
、宇
宙
的
存
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
開（ 「
永

遠
な
る
顕
現tajallī azalī

」）
は
、
一
挙
に
、
同
時
に
す
べ
て
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
意

味
で
、
一
回
性
の
、
無
時
間
性
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、「
一
」
か
ら
「
一
」

が
段
階
的
に「
流
出
」
す
る
と
い
う
新
プ
ラ
ト
ン
派
的
哲
学
の
流
出
論
と
は
異
な
る
、

と
さ
れ
る

12
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
存
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
顕
現（
存
在
の
自
己
分
節
化
）
の

過
程
を
、「
神
的
溢
水fayḍ ilāhī

」
と
呼
び
、
こ
の
過
程
は
、「
至
聖
な
る
溢
水fayḍ  

aqdas

」
と「
聖
な
る
溢
水fayḍ m

uqaddas

」
と
い
う
二
段
階
の「
顕
現
」
と
し
て
説

か
れ
る

13
。
こ
の「
溢
水
」
は
、
神
の
本
性
が
、（
顕
現
以
前
の
）
可
能
的
存
在
の
諸
形

態ṣuw
ar

の
姿
で
顕
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
こ
の

可
能
的
諸
形
態
は
、
客
観
的
な「
存
在
」
を
付
与
さ
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
客
観
的

に「
存
在
し
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
神
の
自
己
知
と
い
う
観
念
の
中
の
み
で
の
可
能
存

在
物
で
し
か
な
い
と
す
る
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
こ
の
絶
対
無
分
節
な
る
真
実
在
の
中
に
内
在
す
る
原
理

に
従
っ
て
可
能
的
に
自
己
分
節
し
た
諸
形
態
の
こ
と
を
、｢

可
能
的
無ʻadam

の
状

態
に
あ
る
、
永
遠
の
存
在
原
型aʻyān thābitah｣

14
と
呼
び
、
こ
の
「
永
遠
の
存
在

原
型
」、
す
な
わ
ち
、（
存
在
を
付
与
さ
れ
て
い
な
い
）
未
分
化
状
態
の「
本
質
」
は
、「
存

在
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
様
々
な
姿
で 

「
現
象
す
る
」
際
の
基
本
的
方
向
と
形
態
を
決
定
す

る
。「
一
者
」
は
、
自
己
に
内
在
す
る
原
理
に
従
っ
て
、
次
第
に
自
己
を
分
節
し
、
つ

い
に
、「
多
数
性
」
の
世
界
に
、「
多
数
者
」
の
姿
で
顕
現
す
る
。
こ
の
過
程
は
、「
事
物

を
表
出
し
、
そ
の
事
物
そ
れ
自
体
で
お
ら
れ
た
方
に
称
え
あ
れ
」

15
と
い
う
表
現
に
典

型
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
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「
永
遠
の
存
在
原
型
」
は
、
ち
ょ
う
ど
人
間
の
知
の
中
で「
意
味
」
が
必
要
に
応
じ
て

表
出
し
、
現
存
す
る
の
と
同
時
に
、
そ
れ
が
客
観
的「
存
在
」
を
付
与
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
意
味
で「
無ʻadam

,m
aʻdūm

」
で
あ
る
と
い
え
る

16
。

　

 「
存
在
の
自
己
分
節
」
は
、前
述
の
通
り
、一
挙
に
、時
間
性
の
枠
外
で
成
立
す
る
が
、

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
で
は
、「
存
在
の
五
つ
の
地
平haḍarāt kham

s

」

と
い
う
自
己
分
節
の
プ
ロ
セ
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る

17
。「
分
節
以
前（
絶
対
無
）」
の

状
態
は
、
第
一
段
階
の｢

絶
対
的
一
性aḥadīyah｣

を
通
っ
て
神
と
し
て「
統
合
的
一
性 

w
āḥidīyah

」
に
転
じ
る
際
に
、
神
の
内
部
分
節
と
し
て
、
神
名
と
神
の
属
性
と
の
世

界
、
す
な
わ
ち
、「
神
名
の
世
界
」
が
顕
現
す
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
神
名
と

し
て
把
握
さ
れ
る
神
的
本
質
を
、「
ム
ハ
ン
マ
ド
的
真
性ḥaqīqah m

uḥam
m

adīyah

」

と
呼
ん
だ
。

　
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
哲
学
体
系
を
象
徴
す
る
用
語
の
一つ
が
、
現
象
界
と
神
的
本

体
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
神
名asm

āʼ

」
と「
名
づ
け
ら
れ
る
も
の m

usam
m

āʼ 

」
と
の
関

係
の
中
で
表
現
す
る
言
説
で
あ
り
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
以
降
の
神
秘
主
義
者
の
著

作
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る

18
。　

　

存
在
の
自
己
分
節
の
過
程
で
、「
神
名
」
が
第
一
段
階
の
顕
現
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
の 

「
存
在
一
性
論
」
に
特
徴
を
与
え
る 

「
完
全
人
間Insān kām

il

」

は
、
神
の
代
理
人
と
し
て
の
人
間
、
あ
る
い
は
、
神
の
自
己
顕
現
と
し
て
の
神
名
を

さ
す
も
の
と
さ
れ
る
。
イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
は
、　

彼
以
前
の
神
秘
思
想
に
お
け
る
、「神
」

と「
人
間
」
の
人
格
的
融
合
の
不
備
（（ 「
神
の
唯
一
性taw

ḥīd

」
に
関
す
る
二
元
論
的

解
釈
）
を
絶
対
的
真
理
で
あ
る
「
一
者
」
の
哲
学
的
本
体
の
一
元
的
展
開
と
す
る
こ
と

で
克
服
し
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う

19
。

　
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
は
、
以
上
の
よ
う
な
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
神
秘
哲
学
の
基
本

構
造
を
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
語
彙
派
生
機
能
と
い
う
言
語
的
特
徴
を
基
盤
と
し
、「
存
在

一
性
論
」
独
自
の
概
念
を
持
た
せ
た
術
語
（
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
系
用
語eṣṭelāḥāt

）

の
展
開
を
軸
と
す
る
構
造
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

20
。
こ
う
し
た「
体

系
」
に
対
し
て
、
歴
史
的
に
ペル
シ
ア
語
文
化
圏
の
文
化
的
基
盤
の
核
を
形
成
し
て
き

た
「
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
」
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

支
配
原
理
と
化
し
た
「
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
」
の
圧
倒
的
影
響
力
を
相
対
化
す
る
視

座
が
、
果
た
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
の
神
秘
文
学
の
中
に
如
何
に
見
出
せ
る
の
か
。

次
に
、シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
の
研
究
の
具
体
的
な
検
討
を
通
じ
て
、こ
の
点
に
触
れ
て
見
る
。

２　

神
秘
哲
学
の
越
境
性
の
相
対
化
に
向
け
て

　

元
来
、「
神
人
合
一
」
の
陶
酔
の
境
地
を
大
胆
に
言
説
化
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
バ
ー

ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー（874

没
）
に
発
祥
す
る
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義

は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
登
場
す
る
以
前
、
西
暦
一
二
〇
〇
年
代
半
ば
ま
で
ペ
ル
シ

ア
語
文
化
圏
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
特
に
、
西
暦
一一
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら

は
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
は
ペ
ル
シ
ア
語
の
詩
や
散
文
の
分
野
で
重
要
な
著
作
を

生
み
出
す
。
サ
ナ
ー
イ
ー（1134/5

没
）
の
作
品
を
本
格
的
な
神
秘
主
義
詩
の
嚆
矢

と
し
、十
三
世
紀
初
頭
、モ
ン
ゴ
ル
族
の
侵
入
の
際
に
殺
害
さ
れ
た
と
さ
れ
る
フ
ァ
リ
ー

ド
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ル（1229/30

没
）
の
詩
的
営
為
を
通
じ
て
飛
躍
的
に
発

展
し
た
神
秘
主
義
詩
は
、
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
を
避
け
る
か
の
よ
う
に
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
か
ら

十
年
の
歳
月
の
旅
を
経
て
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
コ
ン
ヤ
に
定
住
し
た
ジ
ャ
ラ
ー
ロ
ッ
デ
ィ
ー

ン
・
ル
ー
ミ
ーJalāl al-D

īn Rūm
ī

（
一
二
〇
七
年
バ
ル
フ
で
生
ま
れ
、
一
二
七
三
年
コ

ン
ヤ
で
没
す
。
イ
ラ
ン
で
は
モ
ウ
ラ
ー
ナ
ーM

oulānā

、
モ
ウ
ラ
ヴ
ィ
ーM

oulavī

と
呼
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ぶ
）
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
す
る
。
魁
偉
な
放
浪
僧
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
と
の

出
会
い
の
後
、
こ
の
人
物
へ
の
熱
情
が
、
そ
の
ま
ま
詩
に
昇
華
し
た
と
さ
れ
る
抒
情
詩

集
『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
詩
集Dīvān-e (Kabīr-e) Sham

s

』
と
、
高
名
な
説
教
師

の
父
バハ
ー
・
ワ
ラ
ド
の
後
継
説
教
者
と
し
て
成
熟
の
境
地
で
作
詩
し
た『
精
神
的
マ

ス
ナ
ヴ
ィ
ーM

athnavī-ye m
aʻnavī 

』（
約
二
万
七
千
句
）
は
、
文
字
通
り
、
ホ
ラ
サ
ー

ン
神
秘
主
義
の
最
高
度
の
文
学
的
達
成
と
さ
れ
る
。
一
二
二
三
年
か
ら
一
二
四
〇
年
に

歿
す
る
で
ま
の
期
間
を
ダ
マ
ス
カ
ス
に
居
を
定
め
た
イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
と
、
若
き
ル
ー

ミ
ー
が
、
こ
の
シ
ャ
ム
ス
な
る
人
物
と
共
に
出
合
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

21
。
二

つ
の
相
異
な
る「
神
秘
主
義
」
の
体
現
者
の
邂
逅
は
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
史
上
に
象
徴
的

な
意
味
合
い
を
持
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
イ
ラ
ン
革
命
」
直
後
、イ
ラ
ン
暦
一
三
五
八
年
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
（
一
九
七
九
年
六
月
）

に
脱
稿
さ
れ
た
『
モ
フ
タ
ー
ル
の
書M

okhtār-nām
e 

』
校
訂
・
研
究
は
、
ア
ッ
タ
ー
ル

研
究
の
新
境
地
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
の
議
論
の
土
台

の
重
要
な
一
部
を
形
成
し
て
い
る
の
が
、
他
で
も
な
い
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
、

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
神
秘
哲
学
と
の
学
問
的
識
別
の
基
準
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
っ

た
。
後
に
『
ボ
ハ
ー
ラ
ー
』
誌
で
、
よ
り
鮮
明
な
形
で
登
場
す
る
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー

の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
観
は
、
本
格
的
な
学
術
研
究
の
成
果
で
あ
る
本
書
に
も
反
映

し
て
い
る
。

　

神
秘
主
義
詩
人
と
言
わ
れ
る
詩
人
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
数
多
く
の
偽
書
の
存

在
が
知
ら
れ
る
ア
ッ
タ
ー
ル
の
作
品
に
関
し
て
、
偽
作
と
真
作
を
識
別
す
る
重
要
な

基
準
の
一つ
と
し
て
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
注
目
し
た
の
が
、
一
二
四
〇
年
に
歿
し
た
イ
ブ

ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の「
存
在
一
性
論
」
の
影
響
の
有
無
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、「
存
在
一

性
論
」
は
、
存
在
論
を
展
開
す
る
上
で
用
語
に
独
自
の
意
味
を
付
与
し
て
機
能
さ
せ

る
。
従
来
、ア
ッ
タ
ー
ル
の
真
作
と
し
て
ア
ッ
タ
ー
ル
研
究
の
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
『
ホ

ス
ロ
ー
の
書Khosrow-nām

e

』
の
偽
作
の
認
定
の
決
め
手
が
、
本
文
テ
ク
ス
の
内
容

全
体
が「
神
秘
主
義
」
と
何
ら
係
わ
り
が
な
い
と
い
う
点
に
加
え
て
、
唯
一
、
神
秘
主

義
的
傾
向
を
示
す
序
文
の
部
分
に
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
に
特
有

の
概
念
を
持
た
せ
た
術
語
が
使
わ
れ
て
い
る 

と
い
う
点
に
あ
っ
た

22
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
で
は
、
前
述
の
通
り
、
現
象
界
と
神
的
本
体
の
関
係
が「
神

名
」
を
め
ぐ
る「
名ism

」、 「
名
づ
け
ら
れ
る
も
のm

usam
m

āʼ

」
と
い
う
用
語
で
表

さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
用
法
が
、『
ホ
ス
ロ
ー
の
書
』
の
序
文
に
は
、
そ
の
ま
ま
登
場

す
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
以
前
に
は
、
哲
学
的
な
意
味
合
い
を
持
た
さ
れ
た
「
一

者w
aḥdah

」
と
い
う
言
説
は
な
く
、
こ
の
脈
絡
で
機
能
す
る
、「ism

(asm
āʼ)

」
と 

「m
usam

m
āʼ

」と
い
う
用
法
も
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、『
ホ
ス
ロ
ー
の
書
』

と
い
う
著
作
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
影
響
が
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
に
浸
透
し
て
以

降
の
著
作
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
た

23
。

　

こ
の
ア
ッ
タ
ー
ル
研
究
書
を
執
筆
す
る
以
前
か
ら
、
鋭
敏
な
研
究
者
の
嗅
覚
は
、

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
神
秘
哲
学
に
特
有
の
性
質
と
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と

の
混
交
、
あ
る
い
は
、
研
究
史
上
の
矛
盾
を
嗅
ぎ
分
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
『
モ

フ
タ
ー
ル
の
書
』
に
見
ら
れ
る
程
に
は
、
明
確
な
形
は
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
九
七
三
年
に
出
版
さ
れ
、
現
在
で
も
、
最
良
の
ル
ー
ミ
ー

抒
情
詩
の
校
訂
本
と
思
わ
れ
る
『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
抒
情
詩
選Gozīde-ye 

Ghazliyāt-e Sham
s

』
で
は
、ル
ー
ミ
ー
の
シ
ャ
ム
ス
へ
の
傾
倒
は
、実
際
に
は
、彼
の「
完

全
人
間
」へ
の
愛
そ
の
も
の
で
あ
り
、 「
完
全
人
間
」
は
、神
秘
主
義
者（
聖
者
）
や
「
ム

ハ
ン
マ
ド
的
真
性
」
と
い
う
形
で
、
時
代
ご
と
に
異
な
っ
た
表
出
の
姿
を
と
る
、 

と
あ

る
。 「
完
全
人
間
」
こ
そ
、
前
述
の
通
り
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
よ
っ
て
真
の
意
味

で
理
論
化
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
今
、
問
題
と
し
て
い
る
、「
イ
ラ
ン
革

命
」
前
後
に
現
れ
る
研
究
に
看
守
で
き
る
、
意
識
的
と
も
思
え
る「
反
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
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ビ
ー
言
説
」
の
厳
し
さ
は
見
ら
れ
な
い
。『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
抒
情
詩
選
』
の

末
部
に
付
さ
れ
た
、「
モ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
（
ル
ー
ミ
ー
）
作
と
さ
れ
る
抒
情
詩
」
の
冒
頭

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
詩
に
関
し
て
も
、
明
ら
か
に「
存
在
一
性
論
」
的
傾
向（
特
に
、「
ム

ハ
ン
マ
ド
的
真
性
」
的
な
考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
）
を
示
す
詩
と
し
て
、

ル
ー
ミ
ー
の
作
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
事
実
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
反
し
て
、
イ
ラ
ン
暦
一
三
五
七
年
（
西
暦
一
九
七
八
年
）
十
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
脱
稿
さ
れ
た
著
作 （N

icholson,R.A., The Idea of Personality in Sufism
 

(1923)

の
ペル
シ
ア
語
訳
と
詳
細
な
注
釈
か
ら
成
る
研
究
書
）
で
は
、
同
じ
詩
に
関
し

て
、
こ
の
抒
情
詩
の
作
者
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
や
、「
完
全
人
間
論
」
で
知
ら
れ

る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
ジ
ー
リ
ーʻAbd al-karīm

 Jīlī (1428

没)

の
思
想
の
影

響
を
強
く
受
け
た
人
物
で
あ
り
、
一
方
で
、
ル
ー
ミ
ー
は
、
こ
の
種
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
的
思
考
体
系
と
全
く
関
係
を
持
た
ぬ
、
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、

ル
ー
ミ
ー
研
究
の
問
題
点
と
し
て
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
を
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
特
有

の
術
語
を
用
い
て
解
釈
す
る
傾
向
を
挙
げ
、
フ
ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ル
の
研
究
を
も
こ
の

点
か
ら
批
判
し
て
い
る

24
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
、ル
ー
ミ
ー
研
究
の
最
高
権
威
で
あ
っ

た
フ
ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ル
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
敢
え
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ

ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ル
で
さ
え
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
詩
句
の
解
釈
に
お
い
て
は
、イ
ブ
ン・

ア
ラ
ビ
ー
的
解
釈
の
援
用
に
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
対
応
が
見
ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ

る（
後
述
）。
そ
れ
程
に
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
思
考
様
式
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。『
モ
フ
タ
ー
ル
の
書
』
に
お
い
て
ア
ッ
タ
ー
ル
研
究
へ
の
本
格
的
第
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
る
前
に
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
、
モ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
（
ル
ー
ミ
ー
）
の
解

釈
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
的
思
想
と
は
全
く
異
な
る
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派「
神
秘
主
義
」

の
枠
内
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
を
自
覚
的
に
記
述
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

神
秘
主
義
は
元
来
、「
行
為‘Am

al

」
を
土
台
と
す
る
、
つ
ま
り
、
訓
育
的
、
倫
理

的
側
面
を
も
つ
と
い
う
点
で
も
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の「
理
論
的
」
傾
向
と
い
う
も

の
と
は
無
縁
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
も
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
の
議
論
は
、
神
秘
主
義
研

究
の
泰
斗
フ
ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ル
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
れ
た
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主

義
研
究
を
、
よ
り
厳
密
な
研
究
方
法
に
よ
る
、
精
緻
な
考
察
に
方
向
付
け
た
と
い
え

よ
う
。（『
モ
フ
タ
ー
ル
・
ナ
ー
メ
』
の
研
究
で
は
、
さ
す
が
に
留
保
を
つ
け
な
が
ら
も
、

フ
ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ル
の
結
論
も
疑
義
に
付
さ
れ
て
い
る

25
。）　

　
一
九
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
別
の
ア
ッ
タ
ー
ル
研
究
書
の
中
の
言
葉
に
、
シ
ャ
フ
ィ
ー

イ
ー
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
観
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。

「
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
神
秘
哲
学
は
、
特
定
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
換
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
如
何
よ
う
に
も
結
合
す
る
こ
と
で
、
一

種
の「
意
味
め
い
た
も
の
」の
表
現
が
与
え
ら
れ
る
。
大
胆
に
言
え
ば
、語
彙
の
遊
び
、

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
的
に
、
神
秘
主
義
的
な
も
の
総
体

を
語
彙
の
遊
技
と
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派

（
ク
ー
ナ
ウ
ィ
ー
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ジ
ー
リ
ー
等
）
が
、「
第
一
限
定

態taʻayyon-e avval 

」、「
第
二
下
降
態tanazzol-e thānī 

」、「
至
聖
溢
水feyẓ-e 

aqdas

」「
聖
な
る
溢
水feyẓ-e m

oqaddas

」
と
い
っ
た
領
域
に
お
い
て
提
示
す
る

も
の
と
、ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
の
比
較
類
推
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
イ

ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
言
葉
は
）
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
も
、
変
化
し
て
も
、

そ
れ
な
り
の「
意
味
め
い
た
」
も
の
が
得
ら
れ
る
、
た
と
え
、
そ
れ
が
偶
々
の
組
み

合
わ
せ
で
あ
っ
て
も
。」

26

　
ア
ッ
タ
ー
ル
や
ル
ー
ミ
ー
の
神
秘
主
義
詩
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た　

既
成

の
用
語
の
操
作
に
縛
ら
れ
ぬ
点
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
。
彼
は
、
こ
れ
を
、　「
非
術
語
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性
」berahnegī az eṣṭelāḥāt-e ʻerfānī 

と
呼
ん
で
い
る

27
。
人
間
の
内
的
な
経
験

と
、
情
念
の
自
然
な
躍
動
が
詩
と
し
て
姿
を
現
す
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
ホ
ラ

サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
一
大
特
徴
が
あ
る
。
神
秘
主
義
に
詩
を
対
応
さ
せ
る
、
あ
る
い

は
、
神
秘
主
義
の
用
語
に
合
わ
せ
て
作
詩
す
る
、
と
い
う
行
為
は
、
神
秘
主
義
の
本

質
と
は
異
質
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
に
よ
れ
ば
、
神
秘
主
義
の
本
質

は
、
宗
教
教
義
に
対
す
る「
芸
術
的
」
対
応
で
あ
る
と
い
う
。「
神
秘
主
義
」
な
る
思

想
を
、
詩
で
表
現
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
は
、
神
秘
主
義
を
正
確
に
は
把
握
で
き

な
い
。
詩
を
含
め
て
、「
芸
術
」
的
姿
で
現
れ
る「
宗
教
」
こ
そ
が
、
神
秘
主
義
で
あ
る
、

と
い
う
。「
神
秘
主
義
」
は
、
用
語
や
術
語
が
予
め
想
定
さ
れ
る
世
界
観
と
は
無
縁
で

あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ミ
ー
を
頂
点
と
す
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
か
ら

時
代
を
下
れ
ば
下
る
ほ
ど
、
こ
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の「
神
秘
主
義
用
語
」
の
繰

り
返
し
を
軸
に
す
る
詩
作
が
増
え
る
と
い
う
。
シ
ー
ア
派
神
秘
主
義
の
始
祖
と
さ
れ

る
、
シ
ャ
ー
・
ネ
エ
マ
ト
ッ
ラ
ー
・
ケ
ル
マ
ー
ニ
ーShāh N

eʻm
atollāh Kerm

ānī

（1431

没
）
の
神
秘
主
義
詩
は
、
こ
の
種
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
用
語
を
軸
と
す
る
典

型
的
な
詩
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
ア
ッ
タ
ー
ル
と
対
極
に
位
置
す
る
と
い
う

28
。

　
サ
ナ
ー
イ
ー
や
ア
ッ
タ
ー
ル
の
詩
に
表
わ
れ
る
神
秘
主
義
の
特
徴
は
、
イ
ブ
ン
・
ア

ラ
ビ
ー
派
神
秘
哲
学
の
、
ル
ー
ミ
ー
、
と
り
わ
け
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
へ
の
影
響
関

係
の
議
論
の
中
に
、
よ
り
鮮
明
に
表
わ
れ
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
研
究
で
知
ら
れ
る
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
注

釈
に
あ
た
っ
て
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ア
ン
カ
ラ
ウ
ィ
ーIsm

āʻīl Anqaraw
ī

等
に
よ
る

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
の
注
釈
書
に
依
拠
し
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
、
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
派
の
用
語
を
用
い
て
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
解
釈
を
試
み
て
い
る

29
。
神
秘

主
義
研
究
の
泰
斗
フ
ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ル
は
、
そ
の
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
注
釈
の
中

で
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派 

「
存
在
一
性
論
」
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ッ
ラ
フ

マ
ー
ン
・
ジ
ャ
ー
ミ
ーʻAbd al-Raḥm

ān Jām
ī

（1492

年
没
）
の
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』

解
釈
に
対
す
る
強
い
拒
否
反
応
を
示
し
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
冒
頭
の「
葦
笛
の
調
べ

N
ey-nām

e

」
の
解
釈
に
、「
第
二
限
定
態taʻayyun thānī

」、「
永
遠
の
存
在
原
型aʻyān 

thābitah

」
と
い
っ
た
用
語
を
用
い
る
点
を
、「
モ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
の
表
現
方
法
か
ら
遠
い
」

と
し
て
批
判
し
て
い
る

30
。
少
な
く
と
も
、
注
釈
の
こ
の
箇
所
は
、 

前
述
の
通
り
、シ
ャ

フ
ィ
ー
イ
ー
の
神
秘
主
義
研
究
に
見
ら
れ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
観
と
通
底
し
て
い
る
。

　
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
の
ル
ー
ミ
ー
ヘ
の
影
響
に
つ
い
て
、
決
定
的

な
結
論
を
出
す
こ
と
は
、「
神
秘
主
義
」
と
い
う
領
域
の
特
質
か
ら
し
て
、
極
め
て
困

難
な
作
業
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ミ
ー
の
詩
的
天
才
を
開
花
さ
せ
た
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー

ズ
の
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
対
す
る
否
定
的
な
言
辞
（『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ

文
集 M

aqālāt-e Sham
s

』ed. M
ovaḥḥed, M

ʻA.,1990, Tehrān, 239-240

、304

）、

あ
る
い
は
、
学
問
史
的
に
定
着
し
て
い
る
ル
ー
ミ
ー
評
伝『
神
秘
主
義
者
の
美
徳

M
anāqib al-ʻārifīn

』
中
で
の
、『
メ
ッ
カ
啓
示
』
に
対
す
る
ル
ー
ミ
ー
の
否
定
的
な
言

葉
31
、
等
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
一
方
で
は
、『
叡
智
の
台
座
』
の
注
釈
を
通
じ
て

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の「
存
在
一
性
論
」
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
ク
ー
ナ

ウ
ィ
ー
が
ル
ー
ミ
ー
と
同
じ
コ
ン
ヤ
に
暮
ら
し
、
当
初
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
に
対
し
批

判
的
で
あ
り
な
が
ら
、
最
終
的
に
ル
ー
ミ
ー
と
和
解
し
た
と
い
う
事
実
も
報
告
さ
れ

て
い
る

32
。
こ
う
し
た
点
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
と
ル
ー
ミ
ー
と
の
影
響
関
係
の

微
妙
さ
を
映
し
出
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・
ア

ラ
ビ
ー
の
存
在
顕
現
哲
学
は
、
ル
ー
ミ
ー
の
神
秘
主
義
と
根
本
的
な
違
い
を
示
す
地

平
に
成
立
し
て
い
る
。

　

欧
米
の
イ
ス
ラ
ム
思
想
研
究
者
の
中
に
は
、
ル
ー
ミ
ー
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
と
を

敢
え
て
別
の
神
秘
主
義「
体
系
」
と
捉
え
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ア
ン
リ
・
コ
ル
バ

ンH
enry Corbin

は
、
ル
ー
ミ
ー
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
間
に
、
外
観
上
見
ら
れ
る
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相
違
は
表
層
レ
ベ
ル
で
の
形
態
的
な
違
い
で
あ
り
、
こ
の
二
人
の
言
説
は
、
同
一
の
神

秘
的
愛
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る

33
。　

　
　
「
革
命
後
」
出
版
さ
れ
た
著
作
の
中
で
、
特
に
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
の
研
究
の
背
景

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
思
考
様
式
が
公
然
と
混
在
さ
せ
ら
れ
て
省
み

ら
れ
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
期
イ
ラ
ン
の
神
秘
主
義
系
文
学
研
究
に
対
す
る
強
い
懐
疑
の
念

で
あ
ろ
う
。
神
秘
家
ア
フ
マ
ド
・
ガ
ザ
ー
リ
ー（1126

没
）
研
究
で
知
ら
れ
る
研
究

者
プ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
デ
ィ
ー
の
一
連
の
研
究
も
、
元
来
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
以

前
の
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
系
列
に
属
す
典
型
的
な
こ
の
神
秘
家
の
思
想
を
、
こ

の
神
秘
家
の
死
後
、
百
年
以
上
後
に
生
き
た
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
神
秘
思
想
と
の

関
係
の
中
で
論
じ
て
い
る

34
。

　
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
の
ペ
ル
シ
ア
神
秘
文
学
研
究
は
、
そ
の
学
問
的
厳
密
性
を
追
及
す

る
過
程
で
、
結
果
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を
示
す
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
の
越
境
性
を
相
対
化
す
る
視
座
を
提
供
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
敢
え
て
議
論
を
単
純
化（
図
式
化
）
す
れ
ば
、
現
代
イ
ラ
ン

の
神
秘
主
義
研
究
の
成
果
は
、「
イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
」
を
対
抗
軸
と
す
る
、 「
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
」
的
視
点
を
支
え
る
文
化
認
識
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
成
果
が
示
唆
す
る
現
代
イ
ラ
ン
の
文
化
状
況
に
係
わ
る
問
題
の
核
心
は
、
ホ
ラ

サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
精
髄
を
現
代
に
再
生
さ
せ
る
過
程
に
こ
そ
見
え
て
く
る
。

３　
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
再
評
価
と
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

　
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派「
存
在
一
性
論
」
の
中
に
見
出
し
た
特

徴
は
、２
で
触
れ
た
通
り
、「
イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
」
の
安
易
な
模
倣
に
象
徴
さ
れ
る
、「
イ

ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
」
と
の
影
響
関
係
の
中
で
、
む
し
ろ
、
鮮
明
に
見
出
さ
れ
る
。
不

可
視
な
る
世
界
へ
の
始
原
的
憧
憬
と
共
に
、
人
間
の
情
念
の
大
ら
か
な
解
放
へ
の
希
求

に
支
え
ら
れ
た
経
験
を
土
台
と
す
る
神
秘
主
義
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
登
場
以

降
、
特
殊
な
概
念
操
作
を
、
特
殊
な
術
語
を
使
っ
て
展
開
す
る「
理
論
」
へ
と
変
容
し

た
。
神
秘
主
義
は
、元
来
、言
語
に
よ
っ
て
表
現
で
き
な
い「
境
地
」
を
表
現
す
る
た
め
、

独
自
の
象
徴
表
現
を
発
展
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
飽
く
ま
で
、
神
秘
体
験
と
い
う
一つ
の

心
的
経
験
を
土
台
と
す
る
表
現
の
世
界
か
ら
成
立
し
て
い
た
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の

存
在
論
哲
学
の
強
い
影
響
の
中
に
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
見
出
し
た
、
神
秘
文
学
衰
微

の
兆
候
も
、
何
よ
り
も
、
経
験
を
度
外
視
し
た「
言
語
ゲ
ー
ム
」
的
側
面
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
系
の
専
門
用
語
の
安
易
な
操
作
に

胚
胎
す
る
「
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
」
の
亜
流
の
量
産
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

35
。

　
こ
こ
で
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
背
後
に
あ
る
、
伝
統
的
言
語
観
の
実
体
に

触
れ
る
。

　
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
は
、
前
記
『
ボ
ハ
ー
ラ
ー
』
誌
に
、「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル
の

詩
学
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
し
、
何
の
脈
絡
も
無
い
単
語
同
士
の
偶
然
の
結

合
か
ら
生
ま
れ
る
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
の
非
合
理
性
を
、
皮
肉
交
じ
り
に
批
判
し
、
イ

ラ
ン
の
こ
こ
三
、四
十
年
の
文
学
的
生
産
の
大
半
が
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
と
し

て
い
る

36
。
一
見
す
る
と
、
斬
新
で
、
新
鮮
な
印
象
を
与
え
る
、
こ
の
種
の
語
彙
結
合

は
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
個
々
の
単
語
の
既
成
属
群
に
依
拠
し
た
結
合
の
秩
序
を
、
敢
え
て

混
乱
さ
せ
た
結
果
、
偶
々
得
ら
れ
る
表
現
以
外
の
も
の
で
は
な
い

37
。
精
神
的
な
躍

動
と
も
、
存
在
の
奥
底
へ
の
沈
潜
と
も
無
縁
な
言
語
表
現
が
、
価
値
あ
る
も
の
と
し

て
永
ら
え
る
可
能
性
は
少
な
い
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
、
こ
う
し
た「
語
彙
と
の
戯
れ
」

と
対
極
に
あ
る
言
語
観
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の「
正
統
派
」

と
さ
れ
る
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
が
展
開
し
た「
内
在
言
語
論kalām

 nafsī

」
と
呼
ば

れ
る
考
え
方
で
あ
る
。『
コ
ー
ラ
ン
』
の
言
葉
が
神
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
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う
と
し
た
過
程
で
理
論
化
さ
れ
た
言
語
論
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
ホ
ラ
サ
ー
ン
派

神
秘
主
義
の
始
祖
と
さ
れ
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ー（
前
述
）
の
言
語
表
現
に
お
い
て
は
、予
め
、

内
在
言
語
と
い
う
経
験
領
域
が
成
立
し
た
上
で
、経
験
に
内
在
す
る
言
葉（
こ
れ
を「
内

在（
内
部
）
言
語
」
と
い
う
）
が
音
声
や
文
字
言
語（
描
写
）
に
転
換
す
る
と
さ
れ
る

38
。
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派（
及
び
マ
ー
ト
ゥ
リ
ー
デ
ィ
ー
派
）
神
学
と
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神

秘
文
学
の
関
わ
り
を
、
こ
の｢

内
在
言
語
論｣

の
観
点
か
ら
考
察
す
る
た
め
、
典
型

的
な
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
に
属
す
と
さ
れ
る
神
学
者
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ーBāqillānī

（1013

没
）
の
著
作
か
ら
、
若
干
、
引
用
し
て
み
る
。

「
・
・
真
の
言
葉
は
と
は
、
内
面
に
存
在
す
る
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
ね
ば
ば
ら
な
い

が
、
そ
の
真
の
言
葉
は
そ
れ
ら
を
指
し
示
す
徴
と
し
て
表
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
時

と
し
て
、
そ
の
徴
は
、
言
葉
に
よ
っ
て―

（
そ
れ
は
、
そ
の
使
用
者
の
秩
序
の
も

と
で
、
合
意
さ
れ
、
か
つ
習
慣
的
に
、
そ
の
使
用
者
ら
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
も
の

に
基
づ
い
た
言
葉
で
あ
る
が
）―

 

言
説
と
な
る
の
で
あ
り
、
至
高
な
る
お
方
は
そ

の
御
言
葉
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
わ
れ
は
そ
の
民
の
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
使

徒
を
遣
わ
し
た
こ
と
は
な
い
。（
そ
れ
は
そ
の
使
命
を
）
か
れ
ら
に
明
瞭
に
説
く
た

め
で
あ
る
。」（『
コ
ー
ラ
ン
』14

：4

）
至
高
な
る
お
方
は
モ
ー
セ
を
イ
ス
ラ
エ
ル

の
子
ら
に
送
る
際
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
モ
ー
セ
に
伝
え
、
そ
し
て
モ
ー
セ
は
内
面
に
内

在
す
る
、
神
の
永
遠
の
お
言
葉
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
理
解
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、

シ
リ
ア
語
で
イ
ー
サ
ー
（
イ
エ
ス
）
に
啓
示
を
お
く
り
、
そ
し
て
イ
ー
サ
ー
は
そ
の

民
に
彼
ら
の
言
葉
で
永
遠
の
お
言
葉
を
お
く
り
、
さ
ら
に
我
ら
が
預
言
者
ム
ハ
ン
マ

ド
は
、
そ
の
民
に
彼
ら
の
言
葉
で
、
ア
ッ
ラ
ー
の
永
遠
の
お
言
葉
を
わ
か
ら
せ
た
の

で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
シ
リ
ア
語
、
そ
の
他
の
言
語
と
異
な
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
内
面
に
内
在
す
る
永
遠
な
る
言
葉
は
、
違
い
も
変
化
も
な
い
、
一つ

の
も
の
で
あ
る
」

39
。

と
し
た
後
で
、
さ
ら
に
、
言
語
の
本
質
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
真
の
言
葉
が
他
の
何
も
の
で
は
な
く
内
面
に
内
在
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
は
事

実
だ
が
、そ
の
真
の
言
葉
以
外
の
も
の
（
す
な
わ
ち
音
声
、文
字
等
）
な
ど
は
、人
々

に
認
め
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
秩
序
に
則
っ
て
そ
の
真
な
る
言
葉
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
何
ら
か
の
意
味
を
表
し
て
い
れ
ば
、
言
葉
と
名
づ
け
ら

れ
る
の
は
許
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
真
の
言
葉
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
言
葉

の
実
体
と
は
、
創
造
者
と
被
造
物
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
絶
対
的
に
内
面
に
内

在
す
る
概
念
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
れ
は
時
と
し
て
音
、あ
る
い
は
、音
を
伴
っ

た
文
字
一つ
一つ
、
ま
た
、
時
と
し
て
、
音
や
そ
の
よ
う
な
存
在
を
伴
わ
な
い
一
文

字
づ
つ
つ
な
が
っ
た
固
ま
り
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
音
や
文
字
を
伴
わ
な
い
身
振
り

手
振
り
と
い
っ
た
も
の
で
示
さ
れ
る
。
内
面
に
内
在
す
る
言
葉
に
相
当
す
る
も
の

は
文
字
に
も
音
に
も
な
る
。
し
か
し
、人
間
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、人
間
の
言
葉
は
、

人
間
同
様
に
、 （
神
の
）
被
造
物
な
の
で
あ
る
が
、
神
の
言
葉
は
、
彼 

（
神
）̶

 

そ

の
栄
光
に
讃
え
あ
れ̶

 

と
同
じ
く
、
被
造
物
で
は
あ
り
え
な
い
。」

40　

　
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
帰
さ
れ
る
と
さ
れ
る
言
葉
を
根
拠

と
し
て
、
根
幹
の
言
葉
と
は
、
心
の
内
面
に
内
在
す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

「
真
の
言
葉
と
は
心
に
あ
り
、
口
で
の
発
音
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
心
に
あ
る

言
葉
が
持
つ
秩
序
は
真
実
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
口
か
ら
出
る
言
葉
と
は
、

そ
の
心
が
発
し
た
言
説
に
対
応
す
る
表
象（
徴
）
で
し
か
な
く
、
そ
れ
は
真
の
言
葉
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̶̶̶　越境性のアポリア　̶̶̶

と
は
違
う
の
で
あ
る
。」

41

　
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
も
、「
内
在
言
語
論
」
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
、「
言
葉
は
心
の

内
面
に
あ
っ
て
、
舌
は
た
だ
そ
れ
を
表
す
の
み
」

42 

を
引
用
し
つ
つ
持
論
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
を
進
め
る
過
程
で
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
は
、
内
的
経
験―

そ
の
宗
教
的
側
面
が「
信
仰
」
の
問
題
で
あ
る
が―

を
通
じ
て
表
出
す
る
も
の
が
本

質
言
語
で
あ
る
、
と
い
う
神
学
の
言
語
観
の
再
評
価
を
試
み
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
イ
ラ
ン
に
流
布
す
る「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
抽
象
詩
」
へ
の
嫌
悪
の
背
景
に
、
こ
の

非
経
験
的
世
界
を
土
台
と
す
る
言
語
芸
術
へ
の
強
い
懐
疑
の
念
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。「
内
在
言
語
論
」
と
し
て
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
展
開
さ
れ
た「
心
の

言
葉
」
の
世
界
の
最
良
の
例
証
が
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
に
沈
潜
し
た
神
秘
家

た
ち
の
言
葉
で
あ
る
。 

神
秘
体
験
に
よ
る
内
的
衝
動
を
通
じ
て
言
説
化
さ
れ
る
神
秘

家
の｢

言
葉｣

こ
そ
、
数
百
年
の
年
月
、
そ
し
て
、「
神
秘
主
義
」
と
い
う
枠
組
み
を

越
え
る
永
続
性
と
普
遍
性
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
こ
に
、
支
配
原
理
と
し
て
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
神
秘
哲
学
を
相
対
化
す
る

過
程
で
、「
内
部
言
語
」
を
軸
と
す
る
精
神
文
化
の
可
能
性
が
、
極
め
て
現
代
的
な

意
匠
を
帯
び
て
登
場
し
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
る
。「
革
命
」
後
の
イ
ラ
ン
の
文
化
状

況
に
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
が
敏
感
に
読
み
取
っ
た
「
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
」
の
亜
流
文
化

的
傾
向
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
亜
流
文
化
へ
の
嫌
悪
の
表
明
は
、
イ
ラ
ン
人
研
究
者

の
秘
め
ら
れ
た
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
願
望
を
、
逆
説
的
に
語
り
か
け
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
を
例
に
と
れ
ば
、　

現
代
イ
ラ
ン
の
知
識
人
に
お

け
る
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
希
求
は
、
そ
の
最
深
部
で
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

の
説
く「
永
遠
の
存
在
原
型
」
に
関
連
し
て
、
特
に
、「
無ʻadam

」
と
い
う
概
念
や
、

そ
の「
原
子
論
的
」
側
面
に
お
け
る
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
と
の
教
義
上
の
連
関

性
に
注
目
し
つ
つ
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
に
見
出
し
得
る
現
代
的
可
能
性
を
追

求
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
は
、
ア
ッ
タ
ー
ル
の
詩
に
、
物
質

自
体
の
持
続
性
を
否
定
し
つ
つ
、
神
の
創
造
行
為
の
結
果
が
個
々
の「
原
子
」
と
し
て

不
断
に
現
象
す
る
、
と
す
る
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
流
の
原
子
論
の
反
映
を
読
み
取
っ

て
い
る
が
、
彼
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
延
長
線
上
に
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
が
生
み

出
し
た
表
現
者
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
・
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ーʻAyn al-Q

uẓāt-e  

H
am

adānī

）（1131

没
）
に
注
目
す
る
。
ペ
ル
シ
ア
文
学
に
お
け
る
詩
論
の
発
展
史
に

お
け
る
学
問
的
位
置
付
け
と
と
も
に
、
現
代
世
界
の
言
語
哲
学
を
視
野
に
入
れ
た
ア

イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
の
再
評
価
の
試
み
は
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け

ら
れ
た
と
い
え
る

43
。
そ
の
際
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
と
い
う
稀
代
の
神
秘
家
へ
の

彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、思
想
史
的
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
、「
イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
」

に
先
行
す
る「
存
在
一
性
論
」
者
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
像
を
め
ぐ
る
議
論

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
点
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
高
貴
な
る
者
よ
。
詩
と
い
う
も
の
は
鏡
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
よ
。
鏡
に
は
、

鏡
自
身
を
映
し
出
す
顔
は
な
い
。
鏡
を
見
る
者
が
、
各
自
、
自
分
の
顔
を
見
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
と
同
様
に
、
詩
に
は
、
そ
れ
自
身
で
は〈
意
味
〉
と
い
う
も

の
は
ま
っ
た
く
な
い
の
だ
。・
・
・
も
し
、
詩
の〈
意
味
〉
が
、
そ
れ
を
詠
む
人
が

望
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
人
々
が
、
思
う
ま
ま
に
、
別
の〈
意
味
〉
を

付
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
鏡
の
表
面
の
姿
が
、
最
初
に
そ

の
表
面
に
写
っ
た
研
磨
職
人
の
顔
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
だ
。」

44

　
テ
ク
ス
ト
の
中
の「
意
味
」
が
否
定
さ
れ
、
読
み
手
が「
意
味
」
を
付
与
す
る
、
と

い
う
テ
ク
ス
ト
解
釈
が
、
現
在
よ
り
八
六
〇
〜
七
〇
年
前
に
、
何
を
土
壌
と
し
て
生
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み
出
さ
れ
た
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
人
間
が
必
要
に
応
じ
て「
意

味
」
を
生
み
出
す
よ
う
に
、「
神
」
は「
永
遠
の
存
在
の
原
型
」
通
じ
て
自
己
分
節
す

る
、
と
い
う
思
考
様
式
の
延
長
線
上
に
、こ
う
し
た
言
説
の
成
立
を
想
定
す
る
こ
と
も
、

現
時
点
で
は
、
学
問
的
妥
当
性
を
見
出
せ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。｢

神｣

を
土
台
と

す
る
世
界
観
か
ら
、「
神（
意
味
）」
の
自
立
的
存
在
を
否
定
す
る
思
想
が
生
み
出
さ
れ

る
回
路
の
解
明
は
、
現
代
イ
ラ
ン
の
知
的
選
良
の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
追
求

の
道
筋
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

45
。

結
び
に
か
え
て
：

　
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
下
の
文
化
状
況
を
見
る
一つ
の
視
点
と
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
系
神
秘
学
と
、
ル
ー
ミ
ー
を
頂
点
と
す
る
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
と
の
間
に

無
造
作
に
影
響
関
係
を
認
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
こ
の
二
つ
の
思
考
体
系
の
意
図

的
混
交
に
対
す
る
厳
し
い
懐
疑
の
視
座
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
・
キ
ャ
ド
キ
ャ
ニ
ー
と
い
う
現
代
イ
ラ
ン
を
代

表
す
る
知
性
が
、
あ
た
か
も
、「
革
命
」
の
予
兆
を
感
じ
取
る
か
の
よ
う
に
、「
革
命
」

成
立
の
前
後
の
時
期
か
ら
世
に
問
う
た
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
に
は
、
支
配
原
理
と
し
て

の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派 

「
存
在
一
性
論
」
の
文
化
的
越
境
性
を
相
対
化
し
よ
う
と
す

る
力
学
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、「
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
」
の

亜
流
文
化
に
対
す
る
懐
疑
の
視
座
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
神
秘
哲
学
と
い
う
実

体
を
越
え
て
、
よ
り
広
い
意
味
で
の｢

亜
流
文
化｣

そ
の
も
の
を
批
判
対
象
と
し
て

い
る
点
に
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム 「
革
命
」
後
の
文
化
状
況
を
象
徴
す
る「
亜
流
文
化
」は
、

支
配
体
制
と
同
一
化
さ
れ
、
支
配
体
制
の
掲
げ
る
文
化
政
策
そ
の
も
の
が
、
現
代
イ

ラ
ン
の
知
的
構
想
力
が
再
構
築
す
る
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
深
層
の
脈
絡
の
中

で
相
対
化
さ
れ
る
。

　

西
暦
十
三
世
紀
後
半
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
位
置
を
保
持
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
哲
学
の
圧
倒
的
影
響
を
相
対
化
す
る
視

座
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
下
の
イ
ラ
ン
に
あ
っ
て
、
一
部
の
知
識
人
の
中
で
育
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
う
し
た
懐
疑
の
声
を
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派

神
秘
哲
学
と
い
う
深
遠
な
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
す

る
、
単
純
な
、「
一
国
主
義
的
」、
イ
ラ
ン―

ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏―

側
か
ら
す
る
短
絡

的
民
族
主
義
の
表
出
と
し
て
の
感
情
的「
反
発
」
に
矮
小
化
す
る
こ
と
は
、
現
代
イ
ラ

ン
の
知
的
状
況
へ
の
無
知
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
。「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
の

統
治
論
」
を
土
台
と
す
る
政
体
の
成
立
の
前
後
か
ら
、
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
、

い
わ
ゆ
る
正
統
ス
ン
ニ
ー
派
の
根
本
教
義
で
あ
る
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
（
マ
ー
ト
ゥ
リ
ー

デ
ィ
ー
派
も
含
む
）
神
学
と
の
結
び
つ
き
を
め
ぐ
る
学
問
的
検
討
が
ペ
ル
シ
ア
文
学
研

究
の
一
部
の
分
野
で
、
む
し
ろ
、
本
格
化
し
た
、
と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き
事
象
で
あ

ろ
う
。
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
そ
の
文
学
的
表
出
を
、イ
ブ
ン・ア
ラ
ビ
ー
派「
存

在
一
性
論
」
の
脈
絡
の
中
で
論
じ
る
こ
と
へ
の
、
時
に
、
神
経
過
敏
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

の
学
問
的
配
慮
こ
そ
が
、「
宗
教
的
独
裁
」

46  

下
の
イ
ラ
ン
人
学
者
の
可
能
な
限
り
の

学
問
的
誠
意
と
批
判
精
神
の
現
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

註
：(

小
論
で
は
、
音
声
表
記
に
つ
い
て
は
敢
え
て
厳
密
な
統
一
性
を
も
た
せ
ず
、
ペ
ル
シ
ア

語
関
連
は
イ
ラ
ン
原
音
、
純
然
た
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
著
作
は
ア
ラ
ビ
ア
語
独
自
の
音
声

表
記
を
用
い
た
。)

１　
Boroujerdi,M

. ,Iranian Intellecutuals and the W
est, 1996, N

ew
 York, 

156-175.

西
暦
十
世
紀
以
降
の
イ
マ
ー
ム
の
空
位
期
間
に
お
け
る
「
イ
マ
ー
ム
の
権

威
の
代
行
者
と
し
て
の
法
学
者
」
の
立
場
の
是
認
に
支
え
ら
れ
た 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学

者
の
統
治Velāyat-e Faqīh

」
理
論
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
鎌
田
繁
「
イ
ス
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ラ
ー
ム
に
お
け
る
権
威
の
構
造
」、 『
現
代
宗
教
学
４
：
権
威
の
構
築
と
破
壊
』、
東
京
、

一
九
九
二
年
、
一
二
二-

八
，
一
三
三-

四
頁
。

２　
M

ehdī Ḥ
āʼerī-ye Yazdī, Ḥekm

at va Ḥokūm
at, 1995. 

本
書
の
中
で
、
哲
学
者
で

あ
る
著
者
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
の
統
治
論
」
自
体
に
関
す
る
明
晰
な
批
判
を
展

開
し
て
い
る
。「
法
学
者
の
統
治
論
」
の
内
的
矛
盾
を
直
截
に
批
判
し
た
本
書
は
、
当
初
、

イ
ラ
ン
国
内
で
の
出
版
許
可
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

３　

Shafīʻī-ye  Kadkanī, M
.R. “Jādū-ye M

ojāverat”, Bokhārā, N
o.2, 1998, 

16-26.

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
邦
語
訳
が
以
下
に
あ
る
。「
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
・
キ
ャ
ド
キ
ャ

ニ
ー
氏
の
論
文
を
め
ぐ
っ
て
」（ 『 
言
語
文
化
論
叢
：
縄
田
鉄
男
教
授
退
官
記
論
文
集
』

二
〇
〇
〇
年
、
三
八
三-

九
五
頁
）
こ
こ
で
は
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
・
キ
ャ
ド
キ
ャ
ニ
ー

氏
自
身
に
つ
い
の
情
報
を
個
別
に
提
供
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
伝
統
的
な
学
僧
の
教

育
を
受
け
た
後
、
西
洋
型
の
教
育
を
身
に
付
け
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
を
始
め
、
ロ
ー

マ
ン・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
か
ら
ロ
ラ
ン・
バル
ト
、
バ
フ
チ
ン
、
に
至
る
ま
で
幅
広
い
教
養
を
持
つ
、

現
代
イ
ラ
ン
を
代
表
す
る
知
性
で
あ
り
、（詩
人
で
も
あ
る
）、ま
た
、イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
・

ペル
シ
ア
文
学
研
究
の
最
高
峰
で
あ
る
と
い
う
点
の
み
を
記
し
て
お
く
。

４　

Lew
isohn,L., Beyond Faith and Infidelity, Curzon Press,1995,167.

５　

Shafīʻī Kadkanī, Bokhārā, N
o.2,  20.

６　

竹
下
政
孝「
後
期
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
発
展
」、『
イ
ス
ラ
ム
・
思
想
の
営
み
』
中
村
廣
治

郎
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
、
一
六
二
頁
。

７　

Ibn al-ʻArabī, Fuṣūṣ al-Ḥikam
, ed.ʻAfīfī, ʻAbū al-ʻalā

（
以
下‘Afīfī

と
記
す
）, 

25.　
以
下
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
思
想
的
輪
郭
に
つ
い
て
は
、‘Afifi

に
よ
るFuṣūṣ 

al-Ḥikam

の
校
訂
本(

一
九
八
〇
年
版)

の
序
文
と
注
釈
を
参
考
に
す
る
と
共
に
、
井

筒
俊
彦
の
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』 （
中
公
文
庫
）
と
『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』

（
岩
波
新
書

119
）
及
び
、
以
下
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
議
論
を
進
め
る
。Izutsu,T., A 

Com
parative Study of The Key Philosophical Concepts In Sufism

 and Taoism
, Part 

O
ne, Tokyo,1966.         

８　

井
筒
俊
彦
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』、
一
九
九
一
年
、
三
八
八
頁
。

９　

Chittick,W
.C., “Rum

i　

and w
ahdat al-w

ujud, Poetry and m
ysticism

 In 

Islam
, N

ew
 York,  1994, 72.

10　

Ibid.90.

11  

井
筒
俊
彦『
東
洋
哲
学 

覚
書
：
意
識
の
形
而
上
学
』
中
公
文
庫
、二
〇
〇
一
年
、三
五
頁
。

12  Landolt,H
., Tw

o Types of M
ystical thought In M

uslim
 Iran:An Essay on 

Suhraw
ardi Shaykh al-Ishraq and ʻAynulquzat Ḥ

am
adani, M

uslim
 W

orld 

,1978, 202-203.　

及
び
、　
『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』（
二
〇
七-

二
〇
八
頁
）

を
参
照
。

13　

ʻAfīfī, ,Taʻlīqāt, ( Fuṣūṣ al-Ḥikam
) 8-9.

14　
『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』
二
〇
六-

二
〇
七
頁
。

15　

Fuṣūṣ al-Ḥikam
, 25.

（
序
文
）

16　

Zarrīnkūb,ʻA., Arzesh-e M
īrāth-e Ṣūfiye, Tehrān,  1974,  119.

17　

Izutsu,T., A Com
parative Study,  5-6.

18　

Shafīʻī Kadkanī, M
okhtār-nām

e, 2nd. edition, Tehrān, 1996, 49-50

19　

井
筒
俊
彦
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』、
三
八
八-

九
頁
。

20　

Shafīʻī Kadkanī, Taṣavvof-e Eslām
ī va Rābeṭe-ye Ensān va Khodā, (persian 

tr.of The Idea of Persaonality In Sufism
), Tehrān, 2nd.edition. 1995, 141.

21　

Idem
., Gozīde-ye Ghazliyāt-e Sham

s, 5th.edition, Tehrān, 1984, yāzdah.

22　

M
okhtār-nām

e, 48-50.

23　

Ibid.19-20, 34-55.

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
系
の
用
語
の
有
無
と
い
う
基
準
を
援

用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
は
、
例
え
ば
、
ル
ー
ミ
ー
研
究
で
知
ら
れ
た
ニ
コ
ル
ソ
ン

N
icholson, R.A.

の
『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
詩
集
』
の
校
訂
詩
集
で
も
容
易
に

確
認
で
き
る
。N

icholson, R.A. Selected Poem
s from

 the Divani Sham
si Tabrizi, 

Curzon Press, 1994, (first published 1898, reprinted 1952, reissued 

1994) , 70.

24　

Shafīʻī Kadkanī, Gozīde-ye Ghazaliyāt-e Sham
s, hefdah.   
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及
び
、575., Idem

. Taṣavvof-e Eslām
ī va Rābeṭe-ye Ensān va Khodā, 185.

参
照
。

25　
Shafīʻī Kadkanī, M

okhtār-nām
e, 41.

26　
Idem

. Zabūr-e Pārsī, Tehrān, 1991, 60.
27　

Ibid. 59.

28　

Ibid. 59-60.

29　
ル
ー
ミ
ー
の
作
品
を
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
系
の
用
語
の
概
念
を
軸
と
し
て
解
釈
す

る
。N

icholson
の
研
究
の
方
向
性
に
関
す
る
批
判
的
検
討
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

Chittick, op.cit. 97-100.　

30　

Furūzānfar,B.Z., Sharḥ-e M
athnavī-ye Sharīf, (Jozv-e nakhostīn az 

D
aftar-e avval), Tehrān, 1967,  9-10.

31　

Yāzījī,T. M
anāqib al-ʻārifīn, jeld-e avval, 1959, 470.

32　

Zarrīnkūb,ʻA., Serr-e Ney, jeld-e avval, Tehrān, 1985, 481.

こ
の
文
献
で
、

ル
ー
ミ
ー
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
の
相
互
関
係
に
関
す
る
問
題
点
が
、
伝
統
的
な
ペ

ル
シ
ア
文
学
研
究
の
観
点
か
ら
、
的
確
に
整
理
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

33　

H
enry Corbin, Creative Im

agination In the Sufism
 of Ibn ʻArabi, ( translated 

by Ralph M
anheim

), Princeton, 1969, 70-71.　

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
思
想
も
含

め
て
、
他
の
神
秘
哲
学
と
ル
ー
ミ
ー
の
著
作
と
の
識
別
に
厳
密
さ
を
求
め
ぬ
傾
向
は
以

下
に
も
見
ら
れ
る
。Schim

m
el, A., M

ystical Dim
ensions of Islam

, 1975, Univ. 

of N
orth Carolina Press, 270, 282, 318.

34　

Pūrjavādī, N
., Solṭān-e Tarīqat, Tehrān, 1979, 105-107, 152-3.

35　
以
下
で
、「
イ
ラ
ン
革
命
」
の
指
導
者
と
し
て
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
と
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

系
神
秘
主
義
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
、
法
学
者
と
し
て
の
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
か
ら
す
る「
神

秘
主
義
」
全
般
に
対
す
る
対
応
と
と
も
に
、
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。Aḥm

ad 

M
ūs avī Kāzem

ī,Ā
ghāz-e velāyat-e siyāsī-ye ʻulam

ā va anjām
-e ān, 

Iranshenasi, Vol. XIV, N
o.3, Autum

n, 2002, 498-502.

36　

Shafīʻī Kadkanī, Bokhārā, N
o.1., 51-52.

37　

Ibid. 52.

38　

Ibid. 52-53.｢

心
の
言
葉｣

と
詩
の
関
連
性
で
い
え
ば
、
ア
ッ
タ
ー
ル
と
い
う
神
秘

家
の
詩
は
、
詩
人
の
心
中
の
内
的
経
験
が
一つ
の「
境
地hal

」
と
し
て
、
音
声
と
文
字

に
表
わ
れ
た
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
る
。Shafīʻī Kadkanī, Zabūr-e Pārsī, 61.

39　

Abū Bakr Bāqillānī, al-Inṣāf fī m
ā yajibu Iʻtiqādu-hu wa lā yajūz al-jahl bi-hi, 

al-Q
āhirah, 1963, 106-107.

40　

Ibid. 108.

41　

Ibid. 110.

42　

Shafīʻī Kadkanī, Bokhārā, N
o.1, 52.

筆
者
は
、
以
下
で
、
神
秘
主
義
と
美
的
表

現
の
表
出
と
の
関
連
性
を
、 「
内
在
言
語
論
」
に
言
及
し
つ
つ
論
じ
た
。「「『
聖
霊
の
安

ら
ぎ
』Rawḥ al-arwāḥ 

に
見
る｢

神
秘
主
義｣ taṣaw

w
uf

の
諸
相
」、『
オ
リ
エ
ン
ト
』

第
45
巻
第
２
号
、
五
〇-

七
四
頁
。

43　

Shafīʻī Kadkanī, Shāʻerī dar Hojūm
-e M

ontaqedān,Tehrān,1996,25-26.

こ
こ

で
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
は
、
現
代
の「
意
味
論
」
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
ア
イ
ヌ

ル・ク
ザ
ー
ト
の
言
説
を
論
じ
て
い
る
。
ア
ッ
タ
ー
ル
の
詩
句
に
、ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
的「
原

子
論
」
の
反
映
を
読
み
取
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、Zabūr-e Pārsī, 277.

を
参
照
。
ま
た
、

ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
教
義
の「
原
子
論
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、Izutsu,T., The 

philosphical Concepts, 204-207.

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
及
び
、Fuṣūṣ al-Ḥikam

, 

28.

を
参
照
。

　

 　

ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
を
関
連
付
け
る
研
究

の
方
向
性
は
、
ル
ー
ミ
ー
の
教
養
的
土
台
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
の
点
で
見
て
も
、

時
代
的
に
は
、
む
し
ろ
、
西
暦
十
一
世
紀
初
頭
よ
り
以
前
の
時
代
の
文
化
状
況
の
考
察

に
遡
及
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
筆
者
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・

ス
ラ
ミ
ー ‘ Abd al-raḥm

ān Sulam
ī (1021

没)

の
タ
フ
ス
ィ
ー
ル
（『
コ
ー
ラ
ン
』

の
章
句
の
注
釈
書
）、
特
に
、Ḥaqāʼiq al-tafsīr 

と
ル
ー
ミ
ー
と
の
関
連
性
に
注
目
す
る
。 

44　

ʻA
yn al-Q

uẓāt H
am

adānī, N
ām

e-hā-ye ʻAyn al-Q
uẓat-e Ham

adānī, I, 

Tehrān, 1969, 216.
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45　
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
聖
典
『
コ
ー
ラ
ン
』

と
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
と
の
構
造
上
の
類
似
性
が
、
以
下
で
、
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。『
コ
ー
ラ
ン
』
の

章
句
の
秩
序
は
、
神
の
意
志
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
代
の
結
集
者
等
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
地
点
か
ら
、
神
で
あ
る「
人
称
」
が
支
配
す
る
聖
典
と

の
対
比
に
お
い
て
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
構
造
を
解
き
明
か
し
た
刺
激
的
な
研
究
で
あ

る
。Pūrnām

dāriyān,T., Dar Sāye-ye Āftāb, Tehrān, 2001.

46　
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
で
触
れ
た
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
の
学
生
反
乱

に
関
連
し
て
ウ
ェ
ブ
上
に
掲
載
し
た
、
ハ
ー
タ
ミ
ー
大
統
領
宛
て
の
公
開
書
簡
の
中
で
、

現
政
権
を「
宗
教
的
独
裁
」
と
い
う
表
現
で
批
判
し
て
い
る
。


